
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文内容の要旨 

 

 

氏   名     白井 智大 

学位の種類     博士（工学） 

学位記番号     博理工 694号 

学位授与年月日   令和４年３月２３日 

学位授与の要件   学位規則第５条第１項該当 

学位論文題目    ビニレン架橋型パーフルオロアルキル化合物の合成と機能性材料への展開 

審査会       委員長 福元 博基 小泉 智 吾郷 友宏 山田 重之 

     



 
 
  



 

論文審査の結果の要旨 

 

公聴会、審査会および最終試験すべてに研究外委員を含む全審査委員が出席し、すべてオ 

ンライン（ Teams） 会議で実施した。 

白井智大氏の申請した博士学位論文（ ビニレン架橋型パーフルオロアルキル化合物の合成 

と機能性材料への展開） について、以下のような手順で審査を行った。 

まず公聴会（ 令和3年12月22日13： 00、オンライン（ Teams） ） において、学位論文の内

容に関する発表ならびに、研究科外委員も含めた全審査委員と会場の傍聴者との質疑応答を約１ 

時間行った。本研究の目的や開発した含フッ素機能性分子・高分子の分子設計指針など研究の細部

だけにとどまらず、機能性有機フッ素材料の将来像など、本研究を体系的・俯瞰的に捉えているか

どうかについての質疑もいくつか発せられた。 

その後の審査会にて（ 令和3年12月22日13： 45、オンライン（ Teams） ） 、本研究科の博

士学位論文の評価基準に基づいて審査を行い、研究内容の独創性、有用性についての明確な記述と

実験データの分析・解析の適切性について研究科外委員も含めた全審査委員が評価した。一部の審

査委員から、開発した有機フッ素化合物の構造と材料特性の相関や、分子構造の解析において調査・

考察の記述がやや明確でない点があるといった指摘が上がった。これらの点について慎重に審査し

た結果、指摘事項を適切に修正することで博士学位論文に値すると判断した。 

また、申請者の当該研究分野ならびに周辺分野に関する学力・幅広い知識力を確認するために、

同日に最終試験（ 令和3年12月22日14： 00、オンライン（ Teams） ） として約30分間の口頭

試問を行った。研究科外委員も含めた全審査委員からの質問の意図を正確に把握し、明確に応答し

ていたことから、申請者の研究遂行能力は十分に備わっていると判断した。 

以上の通り、審査会ならびに最終試験の結果に基づいて総合的に審査を行い、申請者が提出した

博士学位論文に対して合格の判定を下した。 

 

 


